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1 ：南 西 諸 島 海 溝
2 ：南 海 ト ラ フ
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賦存が見込ま
れる領域

メタンハイドレートについてメタンハイドレートについて
＜海洋＞

天然ガス資源の一種であるメタンハイドレートは、日本近海の海底地層内に相当量の賦
存が見込まれている。（我が国年間天然ガス消費量の１００年分との試算）

我が国エネルギーの安定供給に貢献する国産の新たなクリーンエネルギー資源として有
望であり、商業生産に向けた技術の開発を進めていく。

【図１．世界のメタンハイドレートの分布】 【写真２．採取されたメタンハイドレート】

（氷状：白色部分）
【写真１．燃焼しているメタンハイドレート】

【表１．開発スケジュール】[出所：Kvenvolden,K.A.,(1996)を参考にエネルギー総合工学研究所が作成]
フェーズ１ FY2001 2002 2003 2004   2005       2006 2007    2008
（基礎研究）

【図２．日本のメタンハイドレートの分布】

陸上産出試験
カナダ
（１回目）

陸上産出試験
極地方
（２回目）

試錐
データの
分析・解析

賦存状況調査
（南海トラフ）

日本近海
試錐調査

フェーズ２ FY2009 2011
（応用研究）

フェーズ３ FY2012 2016
（実証研究）

商業的産出準備
総合評価（経済性
、環境影響等）

海洋産出試験
（日本近海）

[出所（独）石油天然ｶﾞｽ･金属鉱物資源機構他(2000)］
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大陸棚限界画定のための調査

大陸棚外縁（境界線）設定

ⅰ) ある点における堆積岩
の厚さが当該点から大陸斜
面の脚部までの最短距離の
１％以上を満たすとき最も外
側の点、または

ⅱ) 大陸斜面の脚部から60
海里を超えない点

ただし、基線から350海里、
または2,500mの等深線から
100海里を超えてはならない。

大陸斜面の脚部 ：反証のない
限り、当該大陸斜面の基部にお
ける勾配が最も変化する点(傾斜
最大変化点)とする。

注）● ： 大陸斜面の脚部を示し、傾斜最大変化点 や 大陸性・海洋性地殻境界 など
大陸性地殻：花崗岩層と玄武岩層からなる 海洋性地殻：玄武岩層からなる
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深海底鉱物資源の調査・開発

大水深域における石油資源等の探査技術基礎調査

コバルト･リッチ・クラスト鉱床マンガン団塊海底熱水鉱床

大洋底

海溝

Spreading
Island
Arc

海山 Seamount
海底拡大軸

水深
800-2,400m

水深
4,000-6,000m

水深
1,500-3,000m

沈み込み

海底熱水活動
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スラグ利用に係る研究開発
○環境修復用鉄鋼スラグ水和固化体の製造技術等の開発

○海洋向けコンクリート構造物等に代わる鉄鋼スラグ利用技術の基盤を構築

実施体制実施体制

プロジェクトリーダー：田中 武（鉄鋼連盟）
企業等：芙蓉海洋開発㈱、新日本製鐵㈱、

(社)日本鉄鋼連盟
大学等：(独)産業技術総合研究所、(独)水
産総合研究センター、広島大学、
大阪府立大学等

研究開発期間 平成１６～１９年度

平成１８年度要求額 ２．０億円
事業総額 ９．７億円

（補助金・補助率 ２／３ ）

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

海洋向けコンクリート構造物の代替等に鉄鋼スラグを利用し、セメント製造等に係るエネルギー削減を
行うことを目的として、以下の開発を行う。
【ｻﾌﾞﾃｰﾏ1-1】 鉄鋼スラグ水和固化体による直立護岸用環境修復技術の開発
【ｻﾌﾞﾃｰﾏ1-2】 鉄鋼スラグ水和固化体の適用拡大技術の開発
【ｻﾌﾞﾃｰﾏ2】 石炭灰等を用いた製鋼スラグ安定化改質技術の開発
【ｻﾌﾞﾃｰﾏ3】 製鋼スラグを海域に利用するための安全性・環境改善効果の検討・評価

（期待される効果・経済波及効果等）

○コンクリート構造物の代替に鉄鋼スラグ水和固
化体を用いること、魚礁ブロックや捨石・覆砂の代
替に製鋼スラグを用いること等により、
① セメント焼成に必要なエネルギー削減
ならびに焼成時に発生するCO2の抑制
② 海洋環境の修復効果
・スラグからの鉄等、ミネラル分供給による海洋
生物生育促進に伴う海洋環境の健全化
・閉鎖性水域における赤潮・青潮の抑制

③ 評価方法の試験研究を基に、海洋に与える
影響を適切に評価でき、スラグの有効利用
の促進が図られる。

○省エネルギー効果
２０３０年 １０．２万ｋｌ（原油換算）

○鉄鋼製造の副生成物である鉄鋼スラグは、土
木工事用資材や肥料に利用されているが、スラ
グ中のカルシウムによる海域浄化や、鉄分等の
ミネラル成分による海藻生育促進効果等の知見
が得られており、上記のコンクリート用セメントや
天然骨材の代替材として海洋へ利用を図ること
も有効と考えられている。

○そのため、スラグを海洋環境で使用するため
に、ボックスの製造法や、スラグの改質法を開発
する必要がある。

○一方、スラグを海洋環境で円滑に活用してゆく

ためには、スラグ起源のセメント代替材や骨材が、

海洋環境に与える影響を評価することも必要で

あり、そのための試験研究も実施する必要があ

る。

研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

光

既設護岸

鉄鋼ｽﾗｸﾞ水和固化体

溶射バーナー
（加熱＋改質剤添加）

攪拌ガス

製鋼ｽﾗｸﾞ改質技術

覆砂代替
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